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（論文内容の要旨）                              
 小胞体からのCa2+放出およびそれに伴う細胞内Ca2+濃度上昇は筋収縮を始めとする多
彩な生命現象に関与する。筋小胞体(Sarcoplasmic Reticulum, SR)膜上に存在するSR K+チ
ャネル群にはTrimeric Intracellular Cation channel, TRIC-AとTRIC-Bの2つのサブタイプが









第一章 TRIC-Bにおけるサブコンダクタンス開口と電位依存性  
























 チャネルの補償容量の増加に寄与すると考えられる。  
 





請者は人工脂質二重膜再構成法および[3H]ryanodine binding assayを用いて、Tric-a-KO 
mice由来SR小胞中のRyRの電気生理学的性質の解明を試みた。  
 Tric-a-KO mice由来RyR (以下KO RyR)は、人工脂質二重膜下においてATPおよび小胞
体内腔側Ca2+に対して正常な感受性を示した。次に、生体膜下におけるKO RyRの制御リ
ガンドへの反応性を調べるため、[3H]ryanodine binding assayを行った。その結果、KO RyR









































たコメントも含めて、平成 29 年 2 月 20 日に論文内容とそれに関連した事項について試問を行
った結果、合格と認めた。 
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